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N E W S ＆ T O P I C S

　

西
会
津
小
の
卒
業
式
は
３
月
23

日
に
行
わ
れ
、
統
合
後
の
西
会
津

小
で
６
年
間
学
ん
だ
初
め
て
の
卒

業
生
25
人
が
思
い
出
の
詰
ま
っ
た

学
び
や
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
岡
﨑
秀
明
校
長
が
一

人
一
人
に
卒
業
証
書
を
手
渡
す

と
、
卒
業
生
が
将
来
の
夢
や
中
学

校
で
頑
張
り
た
い
こ
と
を
会
場
に

詰
め
掛
け
た
保
護
者
な
ど
に
向

か
っ
て
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
校
長
式
辞
、
教
育
委
員

会
告
辞
、
来
賓
祝
辞
で
卒
業
生
に

は
な
む
け
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た

後
、
西
会
津
小
父
母
と
教
師
の
会

か
ら
卒
業
生
に
卒
業
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
卒
業
生
全
員

で
「
西
会
津
小
で
６
年
間
学
ん
だ

最
初
の
卒
業
生
と
し
て
、
未
来
に

向
か
っ
て
羽
ば
た
き
ま
す
」
と
別

れ
の
言
葉
を
述
べ
、
夢
や
目
標
に

向
か
っ
て
歩
み
を
進
め
る
決
意
を

表
明
し
ま
し
た
。

　

式
の
後
に
は
、
在
校
生
な
ど
に

よ
る
見
送
り
が
行
わ
れ
、
卒
業
生

た
ち
は
、
在
校
生
や
先
生
と
の
別

れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

が
目
指
す
未
来
へ
の
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

３
月
９
日
か
ら
22
日
ま
で
を
会
期
に
開
か
れ
た
３
月
定
例
会
（
平

成
30
年
第
２
回
町
議
会
定
例
会
）
で
は
、
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
、

平
成
29
年
度
補
正
予
算
、
平
成
30
年
度
予
算
な
ど
、
町
政
が
当
面
す

る
重
要
な
議
案
45
件
お
よ
び
報
告
１
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

議
案
45
件
、
報
告
１
件
を
審
議
・
可
決

３
月
町
議
会
定
例
会
報
告

可
決
さ
れ
た
議
案

◆
町
み
ん
な
で
創
る
未
来
基
金
条

例
の
制
定
＝
町
の
将
来
を
担
う

人
材
の
育
成
な
ど
、
未
来
に
向

け
て
の
積
極
的
な
事
業
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
新
た

な
基
金
を
造
成
す
る
た
め
の
条

例
の
制
定

◆
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
＝

居
宅
介
護
事
業
所
の
指
定
権
限

が
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
に
移

譲
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
条
例
の

制
定

◆
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
＝

迅
速
な
事
務
処
理
と
適
切
な
判

断
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
健
康
福
祉
課
を
２
課
に
分
割

す
る
た
め
条
例
改
正

◆
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
＝
宣
伝
情
報
放
送
と

ダ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
町
の
業

務
か
ら
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
に
移

行
さ
せ
る
た
め
の
条
例
改
正

◆
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の

公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
＝
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に

伴
う
条
例
改
正

◆
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改

正
＝
印
鑑
登
録
証
の
交
付
手
数

料
に
つ
い
て
、
適
正
な
受
益
者

負
担
を
確
保
す
る
た
め
の
条
例

改
正

◆
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

＝
ふ
れ
あ
い
交
流
施
設
を
さ
ゆ

り
公
園
の
一
部
に
組
み
込
む
た

め
の
条
例
改
正

◆
町
国
民
健
康
保
険
条
例
、
町
後

期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
＝
国
の
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
う
条
例
改
正

◆
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

＝
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

で
設
定
す
る
第
１
号
被
保
険
者

の
介
護
保
険
料
や
低
所
得
者
の

軽
減
強
化
に
関
す
る
特
例
措
置

を
定
め
る
た
め
の
条
例
改
正

◆
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
等
の
一
部
改
正
＝
厚
生
労
働

省
令
の
改
正
に
伴
う
条
例
改
正

◆
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正
＝
道
路
施
行
令
、
県
道

路
占
用
料
徴
収
条
例
の
改
正
に

伴
う
条
例
改
正

◆
平
成
29
年
度
補
正
予
算
＝
国
県

補
助
事
業
等
の
事
業
費
確
定
に

伴
う
予
算
計
上
や
、
予
算
措
置

を
必
要
と
す
る
経
費
お
よ
び
年

度
内
に
完
了
が
見
込
め
な
い
事

業
の
繰
越
明
許
費
な
ど
を
計
上

◆
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
＝

前
年
度
比
△
３
億
６
，
３
０
０

　

万
円
（
△
５
・
６
㌫
）
の
61
億

　

７
０
０
万
円
を
計
上

◆
平
成
30
年
度
特
別
会
計
予
算
＝

そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
目
的
に
応
じ

て
所
要
の
額
を
計
上

◆
財
産
の
取
得
＝
役
場
新
庁
舎
の

施
設
用
備
品
の
取
得

◆
町
道
の
認
定
＝
林
道
小
杉
山
線

を
新
た
に
町
道
に
認
定

◆
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
変
更
＝
防
火
水

槽
整
備
事
業
ほ
か
２
事
業
を
追

加
・
変
更

◆
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

変
更
＝
米
食
味
計
整
備
事
業
ほ

か
５
事
業
を
追
加
・
変
更

◆
町
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
、
第
８
期
高
齢
者
福
祉
計
画

の
策
定

◆
副
町
長
選
任
へ
の
同
意
＝
工
藤

倫
也
さ
ん
（
県
よ
り
出
向
）
を

選
任

◆
教
育
委
員
会
教
育
長
任
命
へ
の

同
意
＝
江
添
信
城
さ
ん
（
埼
玉

県
さ
い
た
ま
市
）
を
選
任

３月 23 日　西会津小学校卒業証書授与式

西会津小で６年間学んだ最初の卒業生25人が巣立つ

「印鑑登録済証」の交付が
有料になります
　平成 30 年４月から、適正な受益者負担を

確保することを目的に町手数料条例を改正し、

印鑑登録済証を交付する際に手数料をいただ

くことにしました。なお、印鑑証明書を交付

する際の手数料は変わりません。

印鑑登録済証交付手数料

１件につき３００円
＜問い合わせ先＞

町民税務課　町民生活係　☎ 45―2215
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季
節
を
鮮
や
か
に
彩
り
、
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
、
心
を
和
ま
せ

る
。
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
桜
は
、

古
く
か
ら
日
本
人
に
と
っ
て
な
じ

み
の
深
い
、
特
別
な
花
で
す
。

　

県
内
の
名
所
と
い
え
ば
、
三
春

の
滝
桜
や
鶴
ヶ
城
な
ど
を
思
い
浮

か
べ
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

休
日
に
ち
ょ
っ
と
遠
出
し
て
普
段

見
ら
れ
な
い
よ
う
な
桜
を
楽
し
む

の
も
面
白
い
で
す
が
、
桜
が
楽
し

め
る
場
所
は
、
実
は
町
内
に
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

言
わ
ず
と
知
れ
た
上
野
尻
発
電

所
付
近
で
は
、
時
間
さ
え
合
え

ば
「
桜
と
Ｓ
Ｌ
」
と
い
う
見
事
な

シ
ー
ン
を
楽
し
め
る
ほ
か
、
阿
賀

川
に
映
り
込
む
鏡
桜
も
堪
能
で
き

ま
す
。
ま
た
、さ
ゆ
り
公
園
で
は
、

園
路
を
ゆ
っ
く
り
散
歩
し
な
が

ら
、
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
な
が

ら
、
園
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
桜
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨
年

整
備
し
た
「
た
か
は
し
桜
公
園
」

に
も
見
応
え
の
あ
る
桜
が
自
生
し

て
い
ま
す
し
、
旧
小
中
学
校
や
旧

保
育
所
の
敷
地
に
植
え
ら
れ
た
桜

な
ど
、
地
区
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な

名
所
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
掲
載
し
て
い
る
桜
は
、
町

内
に
あ
る
桜
の
ほ
ん
の
一
部
で

す
。
で
も
き
っ
と
、
普
段
は
近
す

ぎ
て
あ
ま
り
出
掛
け
な
い
場
所
な

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

桜
前
線
が
日
本
列
島
を
北
上

し
、
本
町
の
桜
が
見
頃
を
迎
え
る

の
は
例
年
４
月
の
下
旬
ご
ろ
で

す
。
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
休
日
に

は
、
散
歩
が
て
ら
町
内
の
桜
を
見

に
行
っ
て
み
る
の
も
面
白
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
に
出
掛
け
よ
う

に
し
あ
い
づ
の
桜
の
名
所
を
巡め

ぐ

る

普賢象桜
（野沢・下條）

●ふげんぞうざくら　町指定

重要文化財・天然記念物。平

成 26 年の豪雪の影響で幹が折

れてしまいましたが、その貫禄

は健在。樹幹空洞部に白キツネ

が住んでいたという言い伝えか

ら、住民からは「化け桜」「千

歳桜」などの愛称で親しまれて

います。道の駅にしあいづ裏手

の土手に自生。

石抱き（割り）桜
（群岡・下野尻）

●いしだき（わり）ざくら　群

岡字立石の新堤手前に自生して

いる桜。その名のとおり、石を

抱いて（割って）幹が生え出て

いるように見えます。

上野尻駅上野尻駅

国道49号国道49号 上野尻上野尻
発電所発電所

石抱き桜石抱き桜
（石割り桜）（石割り桜）

さゆり公園体育館裏遊歩道

山田川沿いの桜並木
（奥川・山浦）

●やまだがわぞいのさくらなみき　平成９年に「高揚塾」が

奥川に千本の桜を植えようと希望集落に苗木を配ったことを

きっかけに、山浦集落が独自に里山づくりを展開。現在では

約１００本の桜が山田川沿いをピンクに染めています。

西会津国際芸術村の
桜ライトアップ（新郷・４月下旬開催）
●にしあいづこくさいげいじゅつむらのさくららいとあっぷ

西会津国際芸術村では、平成 26 年から旧新郷中グラウンド

の桜ライトアップを毎年企画しています（平成 29 年は野鳥

につぼみを食べられてしまったため中止でした。今年はきれ

いに咲きますように）。

上野尻の桜とＳＬ ●かみのじりのさくらとえすえる　言わずと知れた町内の桜の名所「上野尻発電所付近」。毎年、

桜の季節には「桜とＳＬ」を１枚の写真に収めようと全国から写真愛好家が集まります。また、

阿賀川の水面に映りこむ鏡桜も見逃がせません。　　　　　写真提供＝伊藤建二さん（５町内）
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お知らせ
INFOMATION

　

町
で
は
、
自
然
と
共
生
す
る
美

し
く
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
的

に
、｢

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
等
設
置
事
業
補
助
金｣

で
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け

る
た
め
に
は
、
工
事
等
の
開
始
前

に
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆
補
助
対
象
者

　

太
陽
光
発
電
や
バ
イ
オ
マ
ス
燃

料
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
設
備
を
設
置

予
定
で
、
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
人
ま
た
は
法
人

◆
補
助
対
象
施
設

　

町
内
の
一
般
住
宅
、
事
業
所
、

農
業
用
施
設

◆
補
助
金
額

①
太
陽
光
発
電
＝
発
電
容
量
１
㌗

当
た
り
３
万
円
（
上
限
12
万
円
）

②
太
陽
熱
利
用（
給
湯
シ
ス
テ
ム

･

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
）

＝
工
事
費
の
10
㌫
（
上
限
５
万

円
）

③
風
力
発
電･

小
水
力
発
電
＝
工

　

春
季
消
防
検
閲
を
実
施
し
ま

す
。
当
日
は
、
野
沢
駅
前
通
り
か

ら
野
沢
中
央
通
り
に
か
け
て
消
防

団
員
が
行
進
し
ま
す
。
ま
た
、
午

前
11
時
30
分
ご
ろ
か
ら
は
、
放
水

訓
練
の
た
め
消
防
車
両
が
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
走
行
し
ま

す
。
火
災
と
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

４
月
22
日
（
日
）
午
前
８
時
30

分
〜
正
午
ご
ろ
ま
で

◆
会
場

　

野
沢
駅
前
通
り
ほ
か

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

事
費
の
10
㌫
（
上
限
10
万
円
）

④
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
ス
ト
ー
ブ

（
１
台
当
た
り
５
万
円
以
上
の

も
の
、
煙
突
な
ど
の
工
事
費
を

含
む
）
＝
購
入
費･

工
事
費
の

３
分
の
１
（
上
限
10
万
円
）

⑤
雪
氷
熱
利
用
＝
工
事
費
の
10
㌫

（
上
限
10
万
円
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

企
画
情
報
課　

企
画
政
策
係

　

☎
45
―
４
５
３
６

　

国
民
健
康
保
険
の
制
度
改
正
に

伴
い
、
４
月
１
日
か
ら
入
院
時
食

事
療
養
費
標
準
負
担
額
が
次
の
通

り
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
入
院
時
食
事
療
養
費
標
準
負
担

額
の
増
額

　

１
食
当
た
り
３
６
０
円
か
ら
４

６
０
円
に
増
額

※
指
定
難
病
な
ど
の
場
合
は
変
更

の
対
象
外
で
す

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

健
康
増
進
課　

国
保
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

　

平
成
30
年
度
の
軽
自
動
車
税
の

納
期
限
は
５
月
１
日
（
火
）
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
軽
自
動
車
税
は
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
持
す
る
な
ど
一
定

の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
減
免

が
可
能
で
す
。
こ
の
減
免
に
関
す

る
手
続
き
も
５
月
１
日
ま
で
に
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
場
合
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
続
き
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

税
務
係

　

☎
45
―
２
２
１
２

　

申
告
所
得
税
な
ど
の
振
替
納
税

の
際
、
通
帳
の
残
高
不
足
な
ど
で

振
替
が
で
き
な
い
場
合
は
納
期
限

の
翌
日
か
ら
納
付
す
る
ま
で
の

間
、
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
。
振

替
納
税
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
は
、

振
替
日
ま
で
に
預
金
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
の
振
替
日

　

４
月
20
日
（
金
）

◆
所
得
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

振
替
日

　

４
月
25
日
（
水
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

喜
多
方
税
務
署

　

☎
０
２
４
１
―
45
―
５
０
５
０

　

冬
期
間
中
止
し
て
い
た
水
道

メ
ー
タ
ー
検
針
を
４
月
か
ら
再
開

し
ま
す
。
11
月
ま
で
毎
月
20
日
〜

22
日
に
検
針
員
が
検
針
し
ま
す
の

で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
付
近
に

雪
囲
い
や
残
雪
、
土
砂
等
が
あ
る

場
合
は
、
検
針
し
や
す
い
よ
う
に

片
付
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
冬
期
間
の
料
金
に
つ
い
て

　

９
〜
11
月
分
の
水
道
使
用
量
の

平
均
で
算
出
し
て
い
た
12
〜
３
月

分
の
水
道
使
用
料
は
、
４
月
の
検

針
結
果
に
基
づ
き
過
不
足
分
を
精

算
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
水
道
使
用
料
の
減
免
措
置

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
漏
水
等
に

よ
り
水
道
使
用
料
が
高
額
と
な
っ

た
場
合
、
水
道
使
用
料
の
一
部
を

減
免
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

減
免
を
申
請
す
る
場
合
は
、
町
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
か
ら
の

「
水
道
管
等
漏
水
修
繕
証
明
書
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
町
役

場
建
設
水
道
課
ま
た
は
町
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
「
広
報
に
し
あ
い
づ

５
月
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
次
の
よ
う
な
場
合
は
届
出
を

◎
水
道
・
下
水
道
の
使
用
を
開
始

ま
た
は
休
止
し
た
い
と
き
（
届

け
出
は
５
日
前
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
）

◎
長
期
間
不
在
に
な
る
場
合

◎
世
帯
人
数
に
変
更
が
あ
る
と
き

◎
使
用
者
（
所
有
者
）
名
義
の
人

が
亡
く
な
っ
た
、
ま
た
は
転
居

し
た
場
合

◎
水
道
・
下
水
道
使
用
料
を
口
座

振
替
に
し
た
い
、
ま
た
は
振
替

口
座
を
変
更
し
た
い
場
合

◎
水
道
・
下
水
道
を
新
た
に
入
れ

た
い
場
合

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課　

上
下
水
道
係

　

☎
45
―
４
５
３
４

　
「
町
縦
貫
道
路
」
整
備
の
重
要

箇
所
と
し
て
、
平
成
26
年
度
か
ら

県
代
行
事
業
で
工
事
を
進
め
て
き

た
町
道
野
沢
柴
崎
線
の
新
し
い

「
橋
屋
橋
」
が
完
成
し
、
４
月
24

日
（
火
）
に
開
通
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
中
に
開
通
式
を

行
い
、
そ
の
後
一
般
車
両
の
通
行

開
始
と
な
り
ま
す
。
開
通
時
刻
は

次
の
通
り
で
す
の
で
、
安
全
運
転

で
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
橋
屋
橋
開
通
日
時

　

４
月
24
日
（
火
）
午
後
１
時

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課　

管
理
係

　

☎
45
―
４
５
３
０
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住
宅
な
ど
へ
の「
再

生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
導
入
を
支
援

４
月
か
ら
制
度
改
正

入
院
時
食
事
療
養
費

軽
自
動
車
税
の
納
期

限
は
５
月
１
日（
火
）

申
告
所
得
税
な
ど
の

振
替
納
税
を
利
用

す
る
皆
さ
ん
へ

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

再
開
の
お
知
ら
せ

４
月
22
日（
日
）
は

春
季
消
防
検
閲

町
道
野
沢
柴
崎
線

「
橋
屋
橋
」
が
開
通

イベント
スタンプラリー

全
13
イ
ベ
ン
ト

イベントに参加してプレゼントに応募しよう！
 ※詳細は各イベントで配布されるスタンプラリー台紙をご覧ください。

西会津（新郷樟山）
国際芸術村企画展
４月14日から５月６日までは写真展
５月12日から６月13日までは現代
アート展を開催。どちらか一方の企
画展を鑑賞しても、両方鑑賞しても
スタンプ１つ。

＜問い合わせ先＞

西会津国際芸術村

☎47－3200

（奥川・小屋地区）

カタクリ群生地を
見に来ませんか
桜よりも少し早く春の訪れを告げる
カタクリが群生しています。
協力金３００円。

＜問い合わせ先＞

奥川支所

☎49－2001

（新郷・戸中地区）

菜の花まつり
飯豊連峰を望む広大な農園に菜の
花が咲き誇る。にしあいづ観光ク
ルーの撮影会やおにぎり、なめこ汁
などの振る舞いも。

＜問い合わせ先＞

寺前自然塾

☎47－2497

（上野尻・西光寺）

須刈岳山開き
うつくしま 100 名山のひとつ。標高
438㍍で登山初心者向け。山頂から
は阿賀川や飯豊連峰が展望できる。
町民無料、町外の人は参加料 500
円。

＜問い合わせ先＞

須刈岳山開き有志会

４月14日（土）～６月13日（日） ４月28日（土）

５月上旬開催予定

＞

（上野尻・西光寺）

ぶらのじり
江戸時代、越後街道をつなぐ川湊と
して栄えた上野尻・下野尻地区。桜
咲く春ののどかな野尻の街道を観
光ガイドの案内でぶらぶら散歩。定
員20人、要事前申込。参加料600円。

＜問い合わせ先＞

にしあいづ観光交流協会

☎48－1666

４月28日（土） ４月30日（月・振）

須刈岳山開き情報


